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※「風の彩り」に掲載されている写真等は、ご本人の了解を得ております。

ニュースを見ていて退職代行サービスなるものがあることを初めて知りました。退職時に
自分で会社側へ伝えることはせずに、代行サービスを使うことがあるとのことで大変驚き
ました。このようなサービスが出てくるのは、最近の日本は人材の争奪戦となっており、転
職が増えてきているからかと思いました。当然、福祉業界も同様であり、真和館でも職員
の確保とその定着が近年の重要課題となっております。
このような話を聞き、古い人間である私の心の中に「一所懸命」という言葉が思い浮かん
できました。岩波書店出版の広辞苑によりますと、一所懸命とは、「①賜った一ヵ所の領地
を生命にかけて生活の頼みとすること、②物事を命がけにすること」とあります。一説によ
れば、鎌倉時代の武士が、鎌倉幕府から元々所有していた土地を保障されたり、新しく土
地を与えられたりした御恩に対し、鎌倉幕府に忠誠を誓い、自分の土地を命懸けて守り抜
くことが語源ともいわれています。また近年では、この一所懸命が一生懸命になり、命を
かけて物事にあたる、真剣に物事に打ち込むという言葉になってきました。
この一所懸命という言葉は、今の真和館にとって３つの意味を持っているのではなかろ
うかと思われます。
１つ目は、依存症の入所者様が「一所懸命」依存症の学習をしていただき、地域に戻っ
ていただければという願いです。依存症の方が真和館に入所されますと、早速、真和館
ARP（アルコール依存症回復支援プログラム）に沿った学習会等に参加して頂きます。最
初から全くARPに参加されない（できない）方もいますが、大半の方は参加されます。但し、
ここから人生の分かれ道となり、ARPに参加され続ける方と参加されなくなる方の２通りに
分かれます。入所直ぐには「人生をやり直したいから頑張って学習する」と言われ、ARPに
参加されていた方も、いつしか様々な言い訳をして参加されなくなる方もおられます。結局、
入所された中のほんの一握りの方が、ARPに参加し続け、依存症から回復し、地域に戻ら
れて行くことになります。そしてARPに参加しなくなった人達は、真和館に居ることによって
断酒することはできますが、学習しないためアルコール依存症からの回復ができません。
この一所懸命に学習される方とされない方の差は何なのか良くわかりませんが、障がい
の重さや理解力（脳の回復具合）の差、否認の有無ではないかと考えます。今後、この一
定数おられる学習されなくなった方々に、素直になり、自分を省みるようになり、もう一度
学び直そうと思うようになっていただけるよう、どう支援していくかが今後の課題の一つで
あると考えています。
２つ目は、職員全員が労を惜しまず「一所懸命」に働くようになる願いです。もちろん、ほ
とんどの職員は、いつも一所懸命、まじめに働いてくれています。ただ、時には手を抜いて
いるなと思える場面に遭遇する職員もいます。そのような職員の心根を変えていくのは大
変難しいことだと思いますが、私が率先して汗水たらして働くしかないと考えております。
３つ目が、人材確保の問題であり、職員の皆さまに入職いただいたあとは、この真和館
で最後まで（定年まで）「一所懸命」働き続けて頂けるような施設でありたいという願いであ
ります。当然、そのような施設になるには、働き甲斐のある、魅力のある職場にするため
の施策が必要です。しかしながら、この春の大手企業を中心とした大幅な賃上げにより、
賃金面では福祉業界は厳しい状況にあり、それ以外の部分で差別化を図る必要がありま
す。なかなか難しい課題でありますが、「一所懸命」対応していきたいと思っております。
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＜編集後記＞

森川 嘉顕 （調理員）

初めてまして、森川嘉顕と申

します。調理場の新入職員

として入職させていただきま

した。みなさんに喜んでいた

だけるおいしい料理を作るこ

とが目標です。
一生懸命頑張りますので、
よろしくお願いいたします。

新入職員ごあいさつ

一所懸命の心

遅い梅雨入りで大雨、晴れると猛暑。今年の夏

も暑く（熱く？）なりそうですが、電気料金の高騰

もあり、節電を強いられそうです。こまめに水分

補給をするのはもちろんですが、冷感グッズを

活用しながら、少しでも涼しく過ごし

ていきましょう。

１日 緒方おさん ４日 藤岡さん

１６日 前川さん ４日 飯干さん

１９日 東條さん １０日 小川さん

２２日 豊原さん １１日 高﨑さん

３０日 橋本さん １日 雨森さん

３１日 林さん １２日 草西さん

５日 貞永さん ２５日 藁井さん

２０日 益田さん ２７日 田山さん

２７日 増本さん ８日 西山さん

３０日 森川さん ８日 河野さん

９月 ２４日 村上さん ９日 尾﨑さん

１４日 橋本さん

１７日 小野さん

２９日 三澤さん

10月

７月

８月

11月

12月
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入所者統計

令和5年度 決算報告

令和6年4月1日現在

（円）

法人合計 法人合計 （円）

法人合計

建物

退職給付引当資産

特別収益計

人件費積立金

施設整備積立金

経常増減差額

(円）

事　業　活　動　計　算　書
令和5年4月1日～令和6年3月31日

土地

構築物

車両運搬具

サービス活動外増減差額

259,296,661
118,400,000
27,000,000

ソフトウェア

その他

事業活動収入計

事業活動支出計

決　　算

その他建物

有形リース資産

器具及び備品

145,400,000
403,514,955

1,039,492,653

勘　定　科　目

科　　目

資産の部合計

349,735,194
333,607,660

決　　算
ｻｰﾋﾞｽ活動収益計

ｻｰﾋﾞｽ活動費用計

勘　定　科　目

3,605,170
27,417,027

その他の積立金取崩額

ｻｰﾋﾞｽ活動増減差額

ｻｰﾋﾞｽ活動外収益計

ｻｰﾋﾞｽ活動外費用計

2,620,586
14,394,180
1,694,000

0
21,578,045

145,435,820

0
特別費用計

特別増減差額

当期活動増減差額

前期繰越活動増減差額

当期末繰越活動増減差額

7,500,000
259,296,661

その他の積立金積立額

次期繰越活動増減差額

16,127,534

7,679,298
3,981,161

3,698,137

19,825,671

18,134,663
248,661,998
266,796,661

0

1,691,008

-1,691,008

事業活動資金収支差額

施設整備等収入計

施設整備等支出計

施設整備等資金収支差額

その他の活動収入計

その他の活動支出計

-10,282,745

-36,907

84,001,154
83,964,247

その他の活動資金収支差額

当期資金収支差額合計

前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

0

10,282,745

357,414,492
318,022,410

39,392,082

0
29,146,244
-29,146,244 

資金収支計算書
令和5年4月1日～令和6年3月31日

積　立　金

次期繰越活動収支差額

（うち当期活動収支差額）

純資産の部合計

1,039,492,653

879,658,563

18,134,663

負債の部合計

純　　資　　産　　の　　部

127,242,045
32,592,045

当年度末科　　目

貸　　借　　対　　照　　表

令和6年3月31日現在

国庫補助金等特別積立金

基本金 71,446,947

159,834,090

資　　産　　の　　部

95,739,109

負　　債　　の　　部

流　動　負　債

当年度末

943,753,544
7,881,175

719,127,541

流　動　資　産

固　定　資　産

負債及び純資産の部合計

固　定　負　債
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令和6年度 年間支援計画

真和館では、アルコール依存症の支援に力を入れており、令和４年度末に「真和館アル
コール依存症回復支援羅針盤」が完成し、支援体系・方法の見える化ができました。しかし、
真和館には、依存症以外の精神障がいの方も多くおられます（現在、真和館入所者５５名
のうち、５４名が精神科を受診、５０名が精神障害者保健福祉手帳所持）。依存症の支援に
比べ、その他の精神障がいの支援（不穏な状態になられた時や問題が起こった時の対応
など）は、職員個人個人の暗黙知になっており、支援方法の周知徹底が出来ていません。
目標としている「入所者が安心・安全に暮らせる施設」を実現するために、具体的にどうす
ればよいか漠然としています。そこで、令和４年度から支援方法の見える化（形式知）を目
指し、ＱＣ活動で取り組んでいます。

令和４年度は、「問題行動からみる障がい・症状別」の分析を行いました。分析の結果、

ある程度の方向性は見えたものの（高次脳機能障害の方はこういう問題が多い傾向があ

る、等）、支援方法への活用には至らなかったので、次に、問題行動を減らすにはどうした

らいいかを考えました。そこで「包括的暴力防止プログラム（ＣＶＰＰＰ）」研修と明生病院川

内先生のご講義「アルコールの内科学」で教えていただいた「脳機能が障害されると出てく

る問題」を参考にして、職員皆で「どのような支援を行えばいいか」を話し合いました。それ

を【支援のＰＯＩＮＴ】として「心の持ち方」「行動・言葉（対応の実践）」をまとめました（下記図

参考）。
令和５年度は、【支援のＰＯＩＮＴ】から、職員一人一人に目標を作ってもらい、実践＆体験
を積み重ねました。また、「自己覚知」研修を行い、認知行動療法を教えていただき、「物事
の捉え方を変える」「自分を客観視する」ことを学びました。そして、２年間の活動の中で、こ
れらは【支援の基本】ではなかろうかということに気づき、【支援の基本】として、①入所者さ
んを一人の人として見て、信頼関係をつくる、②自分自身を大事にする、③良い職場環境
（人の話を聴く、話す）という項目に分け、まとめました。

令和６年度は、ＱＣ活動の別サークル（過去３年間の活動で「言葉遣いの改善」→「態度の

改善」→「ホスピタリティ＆マナー」と深化）と

合体し、【支援の基本】のブラッシュアップと、

各種の問題行動に対する具体的な支援方

法の見える化を行っていきます。
【真和館ホスピタリティ～精神障がいの支
援の勘所～】として完成するには、まだ月日
がかかりますが、入所者さんが安心・安全
に暮らせる施設となるよう、努力邁進して参
ります。

選択するのは入所者・本人の意思を尊重

入所者の尊厳を守る

入所者と支援者は同じ人間

本人よりの姿勢（味方になる）

入所者の良いところを見つける

傾聴

否定や批判をしない、最後まで聴く

出来ないことを受け入れる

根気よく寄り添う

敵じゃない、味方だよ

相手をちゃんと見る

入所者自身を知る

飲酒欲求については職員が根気強く付き合う

安心・安全であることを伝え続ける

入所者の名前を呼ぶ

適度な距離感

笑顔で接する

挨拶をする

きちんと対応する

職員自身の感情をコントロールする

職員が謙虚であり続ける

なぜそのような言動になるのか、想像し、観察

し、冷静に対処する

心の持ち方

入所者の人権を尊重

信頼関係を築く

職員がお手本になる

心
の
持
ち
方

栄養のバランスがとれた食事、規則正しい生

活、充分な睡眠、運動

学習する（アンガーマネジメント・SSTなど）

見える化（計画・スケジュール・マニュアル

等）

具体的な目標作成

繰り返し、訓練を行う

一つ一つ行う

自立を促す

支援を継続し、職員一丸となって行う

時間を守る

丁寧に対応する

ナースコールがあったら顔を出す

すぐに対応する

話を聴く・否定や批判をせず最後まで聴く

声掛けを続ける

叱らない・褒める

一分間ラポール

「ありがとう」「助かります」の声掛け

幸せを感じられる言葉を使う

汚い言葉を使わない

クッション言葉を使う

自分の気持ちを前向きに伝える

ちゃんと見て、言葉で伝える

職員の気持ちをアイメッセージで伝える

気にかけている、気づいていることを伝える

言葉を選んで伝える

あまり話さない人と話す

普段の何気ない言葉のやりとりを大事にする

言葉だけではなく態度でも示す

その場・人に合わせた話し方

明るく、はっきり、低い声、ゆっくり、大きく

距離を置く

怒っている理由を聞く

時間をおいてから説明する

場所を変えて話を聞く

出来ない理由を伝える

行動・言葉

（対応の実

践）

入所者の行動

への支援

職員の態度

コミュニケーション

を取る

怒っている人に対し

て

行
動
・言
葉
（対
応
の
実
践
）

指導班 生活支援班 医務班 調理班

１０
月

・対話集会 ・誕生者食事会
・秋のスポーツ大会

・健康指導 ・ハロウィンメニュー
・非常食メニュー
・栄養指導
・バーベＱ大会

１１
月

・対話集会
・アディクションフォーラ
　ム

・誕生者食事会
・秋の一泊旅行
・秋の食事会
・紅葉見学
・星野富弘美術館見学
・西原村老人健康
　づくりスポーツ大会
・火の国杯卓球バレー
　大会

・インフルエンザ
　予防接種
・感染症予防勉強会
　(インフルエンザ)

１２
月

・対話集会
・心みがきの講演会
・年納め式
・熊本アルコール関連
　問題学会
・球磨・人吉地区合同
　断酒
・益城病院忘年断酒会
・真和館忘年アルコール
　学習会

・誕生者食事会
・なかよし祭り
・カラオケ大会
・大掃除
・餅つき
・年末・年始特別映画
　鑑賞会

・感染症予防勉強会
　(ノロウイルス)

・冬至献立
・クリスマスメニュー
・年越しそば

１月

・誕生者食事会
・初詣

・おせち料理
・七草粥
・鏡開き献立

２月

・対話集会 ・誕生者食事会
・植木市見学

・節分献立
・バレンタイン
　メニュー
・お弁当（外部仕入れ）

３月

・対話集会
・心みがきの講演会
・益城病院アメシスト
　例会(年３回～４回)
・九州アルコール関連
　問題学会

・誕生者食事会
・お花見会

・健康診断（第２回） ・桃の節句献立
・お彼岸献立
・お花見お弁当

指導班 生活支援班 医務班 調理班

４月

・対話集会
・創立記念式典
・心みがきの講演会
・AA健軍グループ
　青空ミーティング
　(アスペクタ)

・誕生者食事会
・春の旅行
・春の食事会
・花見学

・健康指導 ・創立記念弁当
・栄養指導

５月

・対話集会
・ピアカウンセリング
　(統合失調症)

・誕生者食事会
・ゴールデンウィーク
　特別映画鑑賞会
　(連休中)
・西原村区役
・春のスポーツ大会

・感染症予防勉強会
　(食中毒)

・端午の節句献立
・バーベキュー大会

６月

・対話集会
・熊本県断酒友の会
　一般公開セミナー
・AA九州沖縄地域
　ラウンドアップ

・誕生者食事会
・カラオケ大会
・地域防災訓練
・還暦祝い

・フットケア勉強会

７月

・対話集会 ・誕生者食事会
・会長杯卓球バレー大会

・熱中症予防勉強会 ・土用丑の日献立
・七夕メニュー

８月

・対話集会
・心みがきの講演会

・誕生者食事会
・夏の食事会
・お盆特別映画鑑賞会
・青年会館杯卓球バレー
　交流大会

・口腔ケア勉強会 ・お盆献立

９月

・対話集会
・熊本地区オープンス
　ピーカーズミーティング

・誕生者食事会
・夏の旅行(キャンプ)
・西原村区役

・健康診断(第１回) ・お彼岸献立
・敬老の日献立
・お弁当（外部仕入れ）
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熊本さくらグループにはR5.11月から、健

軍グループにはR6.2月から、参加し始め

ています。また、R6.4月に開催された健

軍グループの「青空ミーティング」にも、

数名の入所者が参加され、ご自身の体験

を話されました。

GA熊本グループは、R6.1月から月１回第
３火曜日に参加させていただいています。
ギャンブル問題は、お金に直結する問題
なので、参加者の体験談を聞くことで、
お金の大切さを学ぶ場ともなっています。

NA熊本グループには、R5.7月から毎月第
２・第４木曜日に参加させていただいて
います。当事者だけが参加できるミー
ティングなので、普段話せないようなこ
とも、安心して話せるので、参加された
入所者からは「NAは楽しい」という声が
聞かれます。

（ダルク）

近頃、真和館入所者に薬物使用の後遺症
に苦しむ方が増えてきました。そこで、
薬物依存者の回復支援を専門とされてい
る熊本DARCに、R6.5月から月１回参加さ
せていただいています。参加された入所
者も「同じような経験をしている方の話
は為になる」と嬉しそうに話されます。

（クマープ）

熊本県精神保健福祉センターで、毎月第
２・第４火曜日に行われています。コロ
ナが５類になった翌月のR5.6月から参加
を再開しております。現在は、地域生活
に戻るための居宅生活訓練を受けられて
いる２名の方が参加されています。

コロナが５類になった翌月から、毎週火
曜日に益城病院内で行われている断酒会
に、数名で参加させていただいています。
参加者が多く、参加される入所者は、他
の方の話をじっくりと聞かれています。

R5.12月10日に人吉市の人吉こころのホス
ピタル（旧:吉田病院）で、地元の断酒会
員だけではなく、県内の断酒会員が集ま
られました。参加された入所者には人吉
出身の方もいますので、休憩中に知り合
いの方と挨拶されていました。

今年から「酒のつまみにならない話inあ

おば」と名称を変更されました。5月18日

に宇城市にあるあおば病院のデイケア室

で行われ、職員・入所者合わせて十数名

で参加しました。入所者の中からスピー

チに指名された方もおられ、自身のお話

をされていました。

コロナが５類になった翌月から、毎週木
曜日に菊陽病院で行われている女性限定
ミーティングに参加させていただいてい
ます。病院スタッフの進行で「1週間の振
り返り」を中心にミーティングが行われ
ています。

新型コロナウイルス感染症が感染症法の
「５類感染症」に位置づけされ、１年が経過
しました。
真和館でも、館外の行事・レクリエーショ

ン活動を昨年から再開しています。少し遅れ
る形になりましたが、学習会・ミーティング
も地域の自助グループ等への参加を再開しま
した。

（アルコホーリクス・アノニマス）

（ギャンブラーズ・アノニマス）

（ナルコティクス・アノニマス）


